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1904 2001 2003

鈴徳の創業者
鈴木徳五郎が
独立し事業開始

メタルリサイクル(株)
をグループ化

中田屋(株)、ｻﾆｰﾒﾀﾙ(株)
ﾌｪﾆｯｸｽﾒﾀﾙ(株)、NNY(株)
ｲﾂﾓ(株)の５社をグループ化

2006

(株)新生
をグループ化

2007

スズトクホールディン
グス(株)を設立
持株会社制へ移行

2010

日本経済団体連合
に加盟

2013

タイに合弁会社
HIDAKA 

SUZUTOKU(Thailand)
を設立

2014

エンビプロ・ホール
ディングス(株)

と包括業務提携を結ぶ

2015

包括業務提携に
４社が参加となり
計６社の連合となる

スズトクグループの今（変遷）

CopyRight 2015 suzutoku Holdings. co., Ltd

• 鉄・非鉄スクラップの仕入・加工・販売
• 一般廃棄物・産業廃棄物の中間処理業（産廃収運業）
• 自動車ﾘｻｲｸﾙ業、家電ﾘｻｲｸﾙ業、小型家電ﾘｻｲｸﾙ業など

スズトクグループの今

【 会社概要 】
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l本社所在地 千代田区大手町（東京サンケイビル）

lグループ会社 ９社（合弁会社１社含む。）

l事業所数
(処理能力）

２４事業所
(シュレッダー処理能力：約４２００ｔ／日）

l売上高 ５２８億９，８００万円

l従業員数 ６４３人

【 事業内容 】

※2015年6月30日現在



n 金属スクラップ

n 産業廃棄物

n 廃自動車

n 廃自販機

n 廃家電

n 古紙

n 回収鉄

n 回収非鉄金属

n 製紙原料

n その他再生資源物

n 焼却

n 埋立

n 破壊（フロン類）

ﾘｻｲｸﾙ率
約８５％

受入資源量 （1,029,200t）

再生資源量 （876,300t）

発生廃棄量 （159,590t）
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6,500t

41,600ｔ

2,700ｔ

801,500ｔ

57,100ｔ

3,100ｔ

14,600t

110,900ｔ

48,500ｔ

190ｔ

OUTPUT

RECYCLE

※スズトクグループ全体の2015年6月までの1年間の実績。

スズトクグループの今

■ リサイクルフロー（混素材からの鉄・非鉄の選別・回収）
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自工場内で更なる選別フローを構築 グループ会社での二次処理（重液選別）

■ ミックスメタルの高度な分別（２つのプロセスを活用）
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中田屋(株)
加須工場

中田屋(株)
富士工場

中田屋(株)
伊勢崎工場

フェニックスメタル(株)

NNY(株)

栃木県大田原市(株)鈴徳 児玉営業所

メタルソータ

エアテーブル

メタルソータ エアテーブル

メタルソータ（金属センサー
による選別機）：有価プラス
チックとミックスメタルに分別
する装置

エアテーブル（比重選別機）：
金・銀・銅、有価プラスチック
に分別する装置
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回収された資源
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スズトクグループの将来
(目指している姿）２

再資源化事業計画の概要２

済合理性からみた課題
３ 認定事業者としての更なる取組み

日本の法体系（変遷）
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循環型社会を形成するための法体系
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我が国循環産業の戦略的国際展開・育成事業
～廃棄物処理・リサイクルシステムをパッケージとして海外展開～

●アジアにおいては経済成
長・人口増加により廃棄物

発生量が急増
・廃棄物処理・リサイクルに
伴う環境汚染が発生

●日本では廃棄物処理・リサ
イクルの法制度が整備され
先進的技術の開発が進展
・しかし国内市場の成長には
限界

●資源の不足、価格高騰
・資源需要が旺盛なのにリ

サイクル可能な資源が
利用されていない現状

巨大な廃棄物処理・リサイクルの潜在的市場
（例：アジアの都市ごみ処理の２０２０年の市場規模約３．５兆円）

制度構築により市場を創出

日本の先進的な廃棄物処理・リサイクル技術を
制度とパッケージにして海外展開

アジアにおける環境保全、
資源循環に貢献

我が国循環産業の発展
日本の経済成長に貢献

レアメタルの確保等
日本の資源戦略に貢献

※循環産業・・・資源を積極的に循環利用する循環型社会づくりに関係する環境産業。本事業では、
使用済み製品を回収し、再使用、再生利用、適正処分を行う産業を対象とする。

日本のリサイクルメジャーへ



出典「平成25年度インフラ・システム輸出促進調査等事業 海外工業団地事業調査」

（平成26年2月 経済産業省）
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地域別日系製造業の現地法人設置数
（2011年）

日本のリサイクルメジャーへ
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地域別日系製造業の現地法人設置数

（アジア内訳）



会社名 売上高 従業員数 株式

1 Waste Management Inc 1兆 4,455億円 43,500 公開

2 Republic Services Inc 8,703億円 30,000 公開

3 Clean Harbors Inc 3,629億円 13,180 公開

4 Stericycle Inc 2,216億円 12,598 公開

5 Progressive Waste Solutions Ltd 2,095億円 7,500 公開

6 Waste Connections Inc 1,996億円 7,000 公開

7 Covanta Energy Corporations 1,685億円 3,500 公開

8 Advanced Disposal Services LLC 1,344億円 5,000 非公開

9 Recology 755億円 2,900 非公開

10 Rumpke Consolidated Companies Inc 520億円 2,600 非公開

11 Waste Pro USA 480億円 2,630 公開

12 Waste industries USA Inc 478億円 1,930 非公開

13 Casella Waste Systems 470億円 1,800 非公開

14 Heritage-Crystal Clean 293億円 946 非公開

15 WCA Waste Corporation 278億円 1,097 非公開

（『Waste Age 100』 より ）

（金額：1$=103.4円換算 2013/12月ﾚｰﾄ）◆米国廃棄物会社 2014年売上ランキング

先進する欧米の状況

（PSIRU University Of Greenwich より）

（金額：百万円、1€=111円換算）

◆ヨーロッパの主力廃棄物処理会社 2012年 ランキング

先進する欧米の状況

会社名 親会社 売上高 本国 （親）株式

1 Veolia Veolia 7,880億円 フランス 公開

2 Suiz Environnement GdF-Suiz 7,122億円 フランス 公開

3 Remondis Rethmann 5,883億円 ドイツ 非公開

4 Alba Alba Group 2,997億円 ドイツ 非公開

5 FCC FCC 2,854億円 スペイン 公開

6 Indaver Delta NV 2,425億円 オランダ 自治体

7 Urbaser ACS 1,871億円 スペイン 公開

8 Van Gansewinkei KKR/CVC 1,316億円 ｱﾒﾘｶ&ｳｸﾗｲﾅ 未公開

9 Cespa Ferrovial 1,056億円 スペイン 公開

10 Biffa-Group Montagu PE 943億円 ウクライナ 未公開

11 Shanks  Group 832億円 ウクライナ 公開

12 CNIM 738億円 フランス 公開

13 Lassia & Tikanoja 723億円 フィンランド 公開

14 Ragn-Sells 567億円 スウェーデン 非公開

15 SAUR-Seche Seche environnement 379億円 フランス 公開

※各社とも数値は全てヨーロッパ域内での廃棄物関連事業のみ、合併した企業の売上を含む。



●総合リサイクラ の構築
・多種多様な廃棄物を環境負荷の少ない技術で適正に処理しリサイクル

率が限りなく100％に近い組織。
・経営基盤がしっかりとした企業存続性が担保された組織。

・社会インフラとして認知された組織。

・社会貢献ができている組織。 を作り上げます。

そして、アジア地域へ進出した日本企業の

パートナーとしてアジア地域へ進出します。

それには、進出国の地元企業とのアライアンスを模索した行動
が重要で、信頼関係の構築が必要不可欠です。
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日本発！リサイクルメジャーへ

日本のリサイクルメジャーへ

御静聴 有難うございました。
謝謝

スズトクホールディングス株式会社

URL: http://www.suzutoku.co.jp/ho/
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